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曇
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晴
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リ
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加 
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吉
田
正
之
、
島
本
陳
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二
名 

費 
 
 
 

用 

電
車 

新
宿
〜
河
口
湖 

往
復 

四
五
二
〇
円 

バ
ス 

河
口
湖
駅
〜
天
下
茶
屋 
七
三
〇
円
、
河
口
湖
自
然
生
活

館
〜
河
口
湖
駅 

四
七
〇
円 

交
通
費 

計
五
七
二
〇
円 

 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

河
口
湖
駅(

九
時
三
〇
分~

四
〇
分
バ
ス)
天
下
茶
屋(

一
〇

時
一
〇
分~

二
〇
分)

御
坂
山(

十
一
時
二
〇
分)
御
坂
峠(

十

一
時
五
〇
分~

十
二
時
二
〇
分
昼
食)

黒
岳(

十
三
時
一
〇
分

~

二
五
分)

す
ず
ら
ん
峠(

十
三
時
四
〇
分)

破
風
山(
十
三
時

五
五
分)

新
道
峠(

十
四
時
十
五
分~

二
五
分)

林
道(

十
四
時

五
五
分)

河
口
湖
自
然
生
活
館(

十
五
時

五
五
分~

十
六
時
七
分
バ
ス)

河
口
湖

駅(

十
六
時
四
〇
分~

十
七
時
七
分) 

 

前
日
が
雨
模
様
で
、
二
二
日(

日)

に
急
遽
変
更
し
た
た

め
、
九
名
の
参
加
申
込
者
が
二
名
と
な
っ
た
。 

河
口
湖
駅
に
着
く
と
青
空
も
見
え
始
め
、
バ
ス
で
天
下
茶

屋
へ
。
太
宰
治
が
三
ヶ
月
滞
在
し
て
「
富
岳
百
景
」
を
書
い

た
宿
で
、
資
料
館
が
あ
る
。
登
山
口
の
「
富
士
に
は
月
見
草

が
良
く
似
合
う
」
の
石
碑
を
見
て
、
急
坂
を
清
八
峠
へ
の
分

岐
の
尾
根
ま
で
登
り
、
御
坂
山
に
着
く
。
う
ぐ
い
す
，
ほ
と

と
ぎ
す
の 

さ
え
ず
り
が
賑
や
か
。
こ
こ

か
ら
御
坂
峠
に

一
旦
下
る
。
戦
国
時
代
に
山
城
の
あ
っ
た

峠
で
、
茶
屋
廃

屋
も
あ
る
。
こ
こ
で
昼
食
。
黒
岳
へ
の
登

り
は
や
や
き
つ

い
。
ブ
ナ
の
大
木
が
目
立
つ
。
釈
迦
ヶ
岳

へ
の
分
岐
を
過

ぎ
る
と
一
等
三
角
点
の
あ
る
黒
岳
に
到
着
。

近
く
の
展
望
台

か
ら
も
富
士
は
白
い
雲
の
中
で
残
念
。 

釈
迦
ヶ
岳
方
面

の
山
並
み
は
見
え
る
。
記
念
撮
影
。 

す
ず
ら
ん
峠
へ

の
下
り
で
、
霧
が
晴
れ
河
口
湖
の
素
晴
ら

し
い
全
景
が
現
れ
た
。
ハ
ク
サ
ン
フ
ウ
ロ
、
シ
モ
ツ
ケ
草
、
ノ
カ
ン
ゾ
ウ
、

あ
や
め
等
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
お
花
畑
の
中
を
新
道
峠
に
到
着
。
こ
こ
か
ら

尾
根
道
と
分
か
れ
て
、
河
口
湖
に
向
け
下
る
。
三
〇
分
程
で
林
道
に
出
て
、

さ
ら
に20

分
ほ
ど
で
別
荘
地
帯
に
入
る
。
河
口
湖
畔
ま
で
歩
き
、
観
光
客
用

の
バ
ス
に
乗
り
河
口
湖
駅
へ
。 

富
士
山
は
顔
を
見
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
尾
根
道
か
ら
の
河
口
湖
の
鳥
瞰
は

素
晴
ら
し
く
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
や
ブ
ナ
林
、
可
憐
な
花
々
を

楽
し
め
ま
ず
ま
ず
の
野
次
喜
多
二
人

旅
で

し
た
。 

（
記
・
吉
田 

正
之
） 


